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(57)【要約】
【課題】販売商品から商品識別番号が悪意の第三者にス
キミングされて販売商品の購入者に提供されるサービス
処理が不正に利用されることを防止する。
【解決手段】ＩＤゲートウェイ１００は、商品ＩＤと、
販売商品ＳＰのサービスコンテンツとを関連づけられた
リストを記憶する商品リスト記憶部１３０と、エンドユ
ーザがユーザ携帯端末３００を使用して販売商品ＳＰを
購入するときに商品ＩＤと決済ＩＤとを店舗端末２００
から受け付ける購入情報受付部１１０と、受け付けた商
品ＩＤと決済ＩＤとを関連付けて記憶する購入履歴記憶
部１４０と、購入された販売商品ＳＰの商品ＩＤと、販
売商品ＳＰを購入したときに使用した決済ＩＤとをエン
ドユーザのユーザ携帯端末３００から受け付けるサービ
ス要求受付部１５０と、受け付けた商品ＩＤおよび決済
ＩＤが、購入履歴記憶部１４０に記憶された商品ＩＤお
よび決済ＩＤと一致すると、対応するサービスコンテン
ツをユーザ端末に提供する提供部１６０とを備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　販売商品の購入に利用される個体ごとの決済情報を保持するユーザ携帯媒体と、前記販
売商品を購入するエンドユーザの前記ユーザ携帯媒体から前記決済情報を読み取る店舗端
末と、がネットワークを介して接続され、商品識別情報が個体ごとに付与されている前記
販売商品を購入した前記エンドユーザのユーザ端末に所定のサービス処理を提供する購入
管理サーバ装置であって、
　前記商品識別情報と、前記販売商品のサービスコンテンツとが関連づけられたリストを
記憶する商品リスト記憶手段と、
　前記エンドユーザが前記ユーザ携帯媒体を使用して前記販売商品を購入するときに前記
商品識別情報と前記決済情報とを前記店舗端末から受け付ける購入情報受付手段と、
　受け付けた前記商品識別情報と前記決済情報とを関連付けて記憶する購入履歴記憶手段
と、
　購入された前記販売商品の前記商品識別情報と、前記販売商品を購入したときに使用し
た前記決済情報とを前記エンドユーザのユーザ端末から受け付けるサービス要求受付手段
と、
　受け付けた前記商品識別情報および前記決済情報が、前記購入履歴記憶手段に記憶され
た前記商品識別情報および前記決済情報と一致すると、対応する前記サービスコンテンツ
を前記ユーザ端末に提供する提供手段と、
を備えることを特徴とする購入管理サーバ装置。
【請求項２】
　前記ユーザ携帯媒体は、携帯式の前記ユーザ端末であることを特徴とする請求項１に記
載の購入管理サーバ装置。
【請求項３】
　前記購入履歴記憶手段は、受け付けた前記商品識別情報と、前記商品リスト記憶手段が
記憶する前記商品識別情報とが一致するとき、受け付けた前記商品識別情報と前記決済情
報とを関連付けて記憶することを特徴とする請求項１または２に記載の購入管理サーバ装
置。
【請求項４】
　前記販売商品は、前記商品識別情報が登録されているＲＦＩＤチップが付与されており
、
　前記店舗端末と前記ユーザ端末とは、前記ＲＦＩＤチップから前記商品識別情報を取得
するＲＦＩＤリーダが搭載されており、
　前記購入情報受付手段と前記サービス要求受付手段とは、前記ＲＦＩＤチップから取得
された前記商品識別情報を受け付けることを特徴とする請求項１乃至３いずれかに記載の
購入管理サーバ装置。
【請求項５】
　前記サービスコンテンツを提供可能なサービス提供期間が定められているとき、前記商
品リスト記憶手段は、前記商品識別情報と前記サービス提供期間とを関連付けて記憶し、
　前記サービス要求受付手段は前記商品識別情報を受け付けた受付日時を前記商品識別情
報ごとに保持し、
　前記受付日時が、受け付けた前記商品識別情報に対応する前記サービス提供期間内であ
るか否かを判別し、前記受付日時が前記サービス提供期間内であったとき、前記サービス
コンテンツを前記ユーザ端末に提供することを特徴とする請求項１乃至４いずれかに記載
の購入管理サーバ装置。
【請求項６】
　販売商品の購入に利用される個体ごとの決済情報を保持するユーザ携帯媒体と、前記販
売商品を購入するエンドユーザの前記ユーザ携帯媒体から前記決済情報を読み取る店舗端
末と、がネットワークを介して接続され、商品識別情報が個体ごとに付与されている前記
販売商品を購入した前記エンドユーザのユーザ端末に所定のサービス処理を提供する購入
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管理方法であって、
　前記商品識別情報と、前記販売商品のサービスコンテンツとが関連づけられたリストを
記憶するステップと、
　前記エンドユーザが前記ユーザ携帯媒体を使用して前記販売商品を購入するときに前記
商品識別情報と前記決済情報とを前記店舗端末から受け付けるステップと、
　受け付けた前記商品識別情報と前記決済情報とを関連付けて記憶するステップと、
　購入された前記販売商品の前記商品識別情報と、前記販売商品を購入したときに使用し
た前記決済情報とを前記エンドユーザのユーザ端末から受け付けるステップと、
　受け付けた前記商品識別情報および前記決済情報が、前記受け付けた商品識別情報と決
済情報とを関連付けて記憶する前記ステップで記憶された前記商品識別情報および前記決
済情報と一致すると、対応する前記サービスコンテンツを前記ユーザ端末に提供するステ
ップと、
を含むことを特徴とする購入管理方法。
【請求項７】
　販売商品の購入に利用される個体ごとの決済情報を保持するユーザ携帯媒体と、前記販
売商品を購入するエンドユーザの前記ユーザ携帯媒体から前記決済情報を読み取る店舗端
末と、がネットワークを介して接続され、商品識別情報が個体ごとに付与されている前記
販売商品を購入した前記エンドユーザのユーザ端末に所定のサービス処理を提供するため
の購入管理プログラムであって、
　コンピュータに、
　前記商品識別情報と、前記販売商品のサービスコンテンツとが関連づけられたリストを
記憶する商品リスト記憶手段と、
　前記エンドユーザが前記ユーザ携帯媒体を使用して前記販売商品を購入するときに前記
商品識別情報と前記決済情報とを前記店舗端末から受け付ける購入情報受付手段と、
　受け付けた前記商品識別情報と前記決済情報とを関連付けて記憶する購入履歴記憶手段
と、
　購入された前記販売商品の前記商品識別情報と、前記販売商品を購入したときに使用し
た前記決済情報とを前記エンドユーザのユーザ端末から受け付けるサービス要求受付手段
と、
　受け付けた前記商品識別情報および前記決済情報が、前記購入履歴記憶手段に記憶され
た前記商品識別情報および前記決済情報と一致すると、対応する前記サービスコンテンツ
を前記ユーザ端末に提供する提供手段と、
を実現させることを特徴とする購入管理プログラム。
【請求項８】
　販売商品の購入に利用される個体ごとの決済情報を保持するユーザ携帯媒体と、前記販
売商品を購入するエンドユーザの前記ユーザ携帯媒体から前記決済情報を読み取る店舗端
末と、商品識別情報が個体ごとに付与されている前記販売商品を購入した前記エンドユー
ザのユーザ端末に所定のサービス処理を提供する購入管理サーバ装置とをネットワークを
介して接続する購入管理システムであって、
　前記購入管理サーバ装置は、
　　前記商品識別情報と、前記販売商品のサービスコンテンツとが関連づけられたリスト
を記憶する商品リスト記憶手段と、
　　前記エンドユーザが前記ユーザ携帯媒体を使用して前記販売商品を購入するときに前
記商品識別情報と前記決済情報とを前記店舗端末から受け付ける購入情報受付手段と、
　　受け付けた前記商品識別情報と前記決済情報とを関連付けて記憶する購入履歴記憶手
段と、
　　購入された前記販売商品の前記商品識別情報と、前記販売商品を購入したときに使用
した前記決済情報とを前記エンドユーザのユーザ端末から受け付けるサービス要求受付手
段と、
　　受け付けた前記商品識別情報および前記決済情報が、前記購入履歴記憶手段に記憶さ
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れた前記商品識別情報および前記決済情報と一致すると、対応する前記サービスコンテン
ツを前記ユーザ端末に提供する提供手段と、
を備えることを特徴とする購入管理システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、商品識別情報が個体ごとに付与されている販売商品を購入したエンドユーザ
のユーザ端末に所定のサービス処理を提供する購入管理サーバ装置、そのプログラム、購
入管理システム、購入管理方法、に関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在、商品販売を促進するために各種のサービス処理が実施されている。このようなサ
ービス処理として、例えば、販売商品に商品識別情報が登録されたＲＦＩＤチップなどの
データキャリアを付与しておくことが想定されている。
【０００３】
　この場合、販売商品を購入したエンドユーザが携帯電話端末などのユーザ携帯端末でサ
ービスＩＤデータを取得して所定のウェブサイトなどに送信すると、そのサービスＩＤデ
ータに対応したサービスコンテンツによりサービス処理が提供される。
【０００４】
　現在、上述のような技術として各種の提案がある（例えば、特許文献１～３参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００３－１５７４７６号公報
【特許文献２】特開２００５－２４２５３８号公報
【特許文献３】特開２００４－１３５０５８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし、エンドユーザが購入した販売商品を持ち歩いているときに、その販売商品から
商品識別番号がスキミングされると、サービス処理が不正に利用されることになる。
【０００７】
　特に、ＲＦＩＤチップに商品識別番号が保持されている場合、販売商品がバックや衣服
の内部などに収容されていても、その商品識別番号が電磁的に外部からスキミングされる
可能性がある。
【０００８】
　本発明は上述のような課題に鑑みてなされたものであり、販売商品から商品識別番号が
悪意の第三者にスキミングされて販売商品の購入者に提供されるサービス処理が不正に利
用されることを防止できる購入管理サーバ装置および購入管理システム、この購入管理シ
ステムのユーザ携帯端末、購入管理装置のプログラムおよび購入管理方法、を提供するも
のである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明によれば、販売商品の購入に利用される個体ごとの決済情報を保持するユーザ携
帯媒体と、販売商品を購入するエンドユーザのユーザ携帯媒体から決済情報を読み取る店
舗端末と、がネットワークを介して接続され、商品識別情報が個体ごとに付与されている
販売商品を購入したエンドユーザのユーザ端末に所定のサービス処理を提供する購入管理
サーバ装置であって、
　商品識別情報と、販売商品のサービスコンテンツとが関連づけられたリストを記憶する
商品リスト記憶手段と、



(5) JP 2010-238257 A 2010.10.21

10

20

30

40

50

　エンドユーザがユーザ携帯媒体を使用して販売商品を購入するときに商品識別情報と決
済情報とを店舗端末から受け付ける購入情報受付手段と、
　受け付けた商品識別情報と決済情報とを関連付けて記憶する購入履歴記憶手段と、
　購入された販売商品の商品識別情報と、販売商品を購入したときに使用した決済情報と
をエンドユーザのユーザ端末から受け付けるサービス要求受付手段と、
　受け付けた商品識別情報および決済情報が、購入履歴記憶手段に記憶された商品識別情
報および決済情報と一致すると、対応するサービスコンテンツをユーザ端末に提供する提
供手段と、を備えることを特徴とする購入管理サーバ装置
が提供される。
【００１０】
　また、本発明によれば、販売商品の購入に利用される個体ごとの決済情報を保持するユ
ーザ携帯媒体と、販売商品を購入するエンドユーザのユーザ携帯媒体から決済情報を読み
取る店舗端末と、がネットワークを介して接続され、商品識別情報が個体ごとに付与され
ている販売商品を購入したエンドユーザのユーザ端末に所定のサービス処理を提供する購
入管理方法であって、
　商品識別情報と、販売商品のサービスコンテンツとが関連づけられたリストを記憶する
ステップと、
　エンドユーザがユーザ携帯媒体を使用して販売商品を購入するときに商品識別情報と決
済情報とを店舗端末から受け付けるステップと、
　受け付けた商品識別情報と決済情報とを関連付けて記憶するステップと、
　購入された販売商品の商品識別情報と、販売商品を購入したときに使用した決済情報と
をエンドユーザのユーザ端末から受け付けるステップと、
　受け付けた商品識別情報および決済情報が、受け付けた商品識別情報と決済情報とを関
連付けて記憶するステップで記憶された商品識別情報および決済情報と一致すると、対応
するサービスコンテンツをユーザ端末に提供するステップと、
を含むことを特徴とする購入管理方法
が提供される。
【００１１】
　また、本発明によれば、販売商品の購入に利用される個体ごとの決済情報を保持するユ
ーザ携帯媒体と、販売商品を購入するエンドユーザのユーザ携帯媒体から決済情報を読み
取る店舗端末と、がネットワークを介して接続され、商品識別情報が個体ごとに付与され
ている販売商品を購入したエンドユーザのユーザ端末に所定のサービス処理を提供するた
めの購入管理プログラムであって、
　コンピュータに、
　商品識別情報と、販売商品のサービスコンテンツとが関連づけられたリストを記憶する
商品リスト記憶手段と、
　エンドユーザがユーザ携帯媒体を使用して販売商品を購入するときに商品識別情報と決
済情報とを店舗端末から受け付ける購入情報受付手段と、
　受け付けた商品識別情報と決済情報とを関連付けて記憶する購入履歴記憶手段と、
　購入された販売商品の商品識別情報と、販売商品を購入したときに使用した決済情報と
をエンドユーザのユーザ端末から受け付けるサービス要求受付手段と、
　受け付けた商品識別情報および決済情報が、購入履歴記憶手段に記憶された商品識別情
報および決済情報と一致すると、対応するサービスコンテンツをユーザ端末に提供する提
供手段と、
を実現させることを特徴とする購入管理プログラム
が提供される。
【００１２】
　また、本発明によれば、販売商品の購入に利用される個体ごとの決済情報を保持するユ
ーザ携帯媒体と、販売商品を購入するエンドユーザのユーザ携帯媒体から決済情報を読み
取る店舗端末と、商品識別情報が個体ごとに付与されている販売商品を購入したエンドユ
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ーザのユーザ端末に所定のサービス処理を提供する購入管理サーバ装置とをネットワーク
を介して接続する購入管理システムであって、
　購入管理サーバ装置は、
　　商品識別情報と、販売商品のサービスコンテンツとが関連づけられたリストを記憶す
る商品リスト記憶手段と、
　　エンドユーザがユーザ携帯媒体を使用して販売商品を購入するときに商品識別情報と
決済情報とを店舗端末から受け付ける購入情報受付手段と、
　　受け付けた商品識別情報と決済情報とを関連付けて記憶する購入履歴記憶手段と、
　　購入された販売商品の商品識別情報と、販売商品を購入したときに使用した決済情報
とをエンドユーザのユーザ端末から受け付けるサービス要求受付手段と、
　　受け付けた商品識別情報および決済情報が、購入履歴記憶手段に記憶された商品識別
情報および決済情報と一致すると、対応するサービスコンテンツをユーザ端末に提供する
提供手段と、
を備えることを特徴とする購入管理システム
が提供される。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、商品識別番号と決済情報とを関連付けて管理することにより、購入し
た正規のユーザのサービス要求と第三者のスキミングによるサービス要求とを識別して、
正規のユーザにのみ販売商品のサービスを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】実施の形態に係る購入管理システムの論理構造を示す模式的なブロック図である
。
【図２】実施の形態に係る購入管理サーバ装置による購入管理方法を示すフローチャート
である。
【図３】実施の形態に係る購入管理サーバ装置による購入管理方法を示すフローチャート
である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を用いて説明する。尚、すべての図面におい
て、同様な構成要素には同様の符号を付し、適宜説明を省略する。
【００１６】
　図１は、実施の形態に係る購入管理システム１０００を模式的に示したブロック図であ
る。本実施の形態は、販売商品ＳＰの購入に利用される個体ごとの決済ＩＤを保持するユ
ーザ携帯端末３００と、販売商品ＳＰを購入するエンドユーザのユーザ携帯端末３００か
ら決済ＩＤを読み取る店舗端末２００と、商品ＩＤが個体ごとに付与されている販売商品
ＳＰを購入したエンドユーザのユーザ携帯端末３００に所定のサービス処理を提供するＩ
Ｄゲートウェイ１００とをネットワークＮ１を介して接続する購入管理サーバシステム１
０００である。
【００１７】
　ＩＤゲートウェイ１００は、購入情報受付部１１０と、認証部１２０と、商品リスト記
憶部１３０と、購入履歴記憶部１４０と、サービス要求受付部１５０と、提供部１６０と
、を備える。
【００１８】
　商品リスト記憶部１３０は、商品ＩＤと、販売商品ＳＰのサービスコンテンツとが関連
づけられたリストを記憶する。具体的には、商品ＩＤと、販売商品ＳＰのサービスコンテ
ンツの所在を特定するサービスＩＤデータとが関連づけられたリストを記憶する。
【００１９】
　購入情報受付部１１０は、エンドユーザがユーザ携帯端末３００を使用して販売商品Ｓ
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Ｐを購入するときに商品ＩＤと決済ＩＤとを店舗端末２００から受け付ける。
【００２０】
　購入履歴記憶部１４０は、購入情報受付部１１０が受け付けた商品ＩＤと、決済ＩＤと
を関連付けて記憶する。
【００２１】
　サービス要求受付部１５０は、購入された販売商品ＳＰの商品ＩＤと、販売商品ＳＰを
購入したときに使用した決済ＩＤとをエンドユーザのユーザ携帯端末３００から受け付け
る。
【００２２】
　また、認証部１２０は、受け付けた商品ＩＤおよび決済ＩＤが、購入履歴記憶部１４０
に記憶された商品ＩＤおよび決済ＩＤと一致するか否かを判断する。
【００２３】
　提供部１６０は、受け付けた商品ＩＤおよび決済ＩＤが、購入履歴記憶部１４０に記憶
された商品ＩＤおよび決済ＩＤと一致すると、対応するサービスコンテンツをユーザ携帯
端末３００に提供する。
【００２４】
　販売商品ＳＰの購入に利用されるユーザ携帯端末３００は、電子マネーカード等のデー
タキャリアであってもよい。また、所定のサービス処理が提供されるユーザ携帯端末３０
０は、デスクトップコンピュータ等の固定式の端末であってもよい。
【００２５】
　また、広告端末２００は、販売を処理する端末である。店舗端末２００は、ＰＯＳシス
テムが搭載された店舗に設置された端末であってもよいし、リードライタが搭載された自
動販売機であってもよい。
【００２６】
　また、認証部１２０は、受け付けた商品ＩＤと、商品リスト記憶部１３０が記憶する商
品ＩＤとが一致するか否かを判断することができる。購入履歴記憶部１４０は、受け付け
た商品ＩＤと、商品リスト記憶部１３０が記憶する商品ＩＤとが一致するとき、受け付け
た商品ＩＤと決済ＩＤとを関連付けて記憶する。
【００２７】
　販売商品ＳＰは、商品ＩＤが登録されているＲＦＩＤチップが付与されていてもよい。
この場合、店舗端末２００とユーザ携帯端末３００とは、ＲＦＩＤチップから商品ＩＤを
取得するＲＦＩＤリーダが搭載されている。購入情報受付部１１０とサービス要求受付部
１５０とは、ＲＦＩＤチップから取得された商品ＩＤを受け付ける。
【００２８】
　購入情報受付部１１０は、販売商品ＳＰに付与されているＲＦＩＤチップから店舗端末
２００が取得した商品ＩＤを受け付け、サービス要求受付部１５０は、ＲＦＩＤチップか
らユーザ携帯端末３００が取得した商品ＩＤを受け付ける。
【００２９】
　サービスコンテンツは、販売商品のサービスに関する情報であり、たとえば、ＨＴＭＬ
（Ｈｙｐｅｒ－Ｔｅｘｔ　Ｍａｒｋｕｐ　Ｌａｎｇｕａｇｅ）形式で書かれた文書ファイ
ルである。
【００３０】
　また、サービスコンテンツは、提供可能なサービス提供期間が定められていてもよい。
この場合、商品リスト記憶部１３０は、商品ＩＤとサービス提供期間とを関連付けて記憶
する。
【００３１】
　サービス要求受付部１５０は、商品ＩＤを受け付けた受付日時を商品ＩＤごとに保持す
ることができる。また、認証部１２０は、受付日時が、受け付けた商品ＩＤに対応するサ
ービス提供期間内であるか否かを判別することができる。受付日時がサービス提供期間内
であったとき、提供部１６０はサービスコンテンツをユーザ端末２００に提供してもよい
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。これにより、時期に応じた適切なサービスをユーザに提供することができる。
【００３２】
　購入管理サーバシステム１０００は、さらにコンテンツ提供サーバ４００を含んでいて
もよい。コンテンツ提供サーバ４００は、ネットワークＮ２を介してＩＤゲートウェイ１
００に接続される。コンテンツ提供サーバ４００は、コンテンツを記憶するコンテンツ記
憶部（図示せず）を備えている。コンテンツ記憶部は、各種商品のコンテンツが商品ＩＤ
ごとに記憶されている。また、ユーザＩＤごとにコンテンツが用意されていてもよい。
【００３３】
　コンテンツ提供サーバ４００で記憶されるコンテンツは、サービスＩＤデータにより所
在を特定することができる。提供部１６０は、このサービスＩＤデータをユーザ携帯端末
３００に出力することにより、サービスコンテンツを提供してもよい。サービスＩＤデー
タには、たとえば、サーバ名、ＩＰアドレス、ＵＲＬ（Ｕｎｉｆｏｒｍ　Ｒｅｓｏｕｒｃ
ｅ　Ｌｏｃａｔｏｒ）、ファイル名である。ＵＲＬは、たとえば、サーバ名、ポート番号
、フォルダ名、ファイル名の組合せから構成することができる。ユーザ携帯端末３００は
、サービスＩＤデータを利用してサービスコンテンツに直接アクセスしてもよいし、ＩＤ
ゲートウェイ１００を介してアクセスしてもよい。こうるすことにより、ＩＤゲートウェ
イ１００において管理するデータの負荷を軽減することができる。
【００３４】
　提供部１６０は、ユーザ端末２００と、コンテンツ提供サーバ４００のコンテンツ記憶
部に格納されたサービスコンテンツとを接続することによりサービスコンテンツをユーザ
携帯端末３００に提供する。また、提供部１６０は、ユーザ携帯端末３００とサービスコ
ンテンツとを接続するとき、コンテンツ提供サーバ４００にユーザＩＤを出力してもよい
。
【００３５】
　以下、具体的に本実施の形態の構成について図１を用いて説明する。
【００３６】
　店舗端末２００は、リードライタＲＷ１および通信部２３０を有する。リードライタＲ
Ｗ１は、商品ＩＤ読取部２１０および決済ＩＤ読取部２２０を有する。商品ＩＤ読取部２
１０は、店舗で販売商品ＳＰに付された商品ＩＤを読み込む。また、決済ＩＤ読取部２２
０は、ユーザが有する電子マネー機能として決済ＩＤを読み込む。通信部２３０は、リー
ドライタＲＷ１で読み取った商品ＩＤおよび決済ＩＤをＩＤゲートウェイ１００に送信す
る。また、通信部２３０は、商品ＩＤをユーザ携帯端末３００に送信してもよい。
【００３７】
　販売商品ＳＰは、商品タグＳＰ１（ＩＣタグ）を付与されている。この商品タグＳＰ１
には、販売商品１個を特定する商品ＩＤが書き込まれている。また、販売商品ＳＰは、販
売商品の種類毎にバーコードＳＰ２（ＪＡＮコード）が付与されていてもよい。
【００３８】
　ユーザ携帯端末３００は、リードライタＲＷ２と、ユーザＩＤ記憶部３１０と、決済Ｉ
Ｄ記憶部３２０と、を有する。リードライタＲＷ２は、商品ＩＤ読取部３３０と、決済Ｉ
Ｄ送出部３４０とを有する。商品ＩＤ読取部３３０は、販売商品ＳＰの商品ＩＤを読み取
る。ユーザ携帯端末３００は、決済ＩＤ記憶部３２０および決済ＩＤ送出部３４０を有す
ることにより、電子マネー機能も有する。ユーザＩＤ記憶部３１０は、リードライタＲＷ
２に固有のリードライタＩＤが記憶されている。また、決済ＩＤ記憶部３２０には、決済
ＩＤの情報を保持している。リードライタＩＤはリードライタＲＷ２を一意に特定する。
また、決済ＩＤは電子マネーの決済方式毎に存在する。
【００３９】
　ユーザ携帯端末３００は、電子マネー機能を有さず、リードライタ機能のみを有する端
末であってもよい。この場合、ユーザは、ユーザ携帯端末３００の他に電子マネーカード
等を有していることとなる。ユーザは、サービスの利用に先立ち、ユーザ携帯端末３００
に内蔵されたアプリを用いるなどして、予めユーザ携帯端末３００に、電子マネーカード



(9) JP 2010-238257 A 2010.10.21

10

20

30

40

50

等が有する決済ＩＤを、登録しておく。
【００４０】
　電子マネー機能は、複数あってもよい。この場合、一つのリードライタＩＤに対して、
複数の決済ＩＤがユーザ端末内に保持されることになる。
【００４１】
　ＩＤゲートウェイ１００は、店舗端末２００やユーザ携帯端末３００とは離れたネット
ワークＮ１とネットワークＮ２の間に配置されている。
【００４２】
　ＩＤゲートウェイ１００は、たとえば、販売商品ＳＰを製造販売する製造メーカのデー
タベースサーバ（コンテンツ提供サーバ４００）とネットワークＮ２を介して接続され、
インターネットとデータベースサーバとセキュリティとライセンスユーザのチェックを行
うゲートウェイサーバである。このＩＤゲートウェイ１００は、実装されているコンピュ
ータプログラムに対応して各種動作を実行することにより前述のような各部１１０～が各
種機能として論理的に実現されている。
【００４３】
　このようなコンピュータプログラムは、たとえば、コンピュータに、商品ＩＤと、販売
商品のサービスコンテンツとを関連づけられたリストを記憶する商品リスト記憶手段と、
エンドユーザがユーザ携帯端末を使用して販売商品を購入するときに商品ＩＤと決済ＩＤ
とを店舗端末から受け付ける購入情報受付手段と、受け付けた商品ＩＤと決済ＩＤとを関
連付けて記憶する購入履歴記憶手段と、購入された販売商品の商品ＩＤと、販売商品を購
入したときに使用した決済ＩＤとをエンドユーザのユーザ携帯端末から受け付けるサービ
ス要求受付手段と、受け付けた商品ＩＤおよび決済ＩＤが、購入履歴記憶手段に記憶され
た商品ＩＤおよび決済ＩＤと一致すると、対応するサービスコンテンツをユーザ携帯端末
に提供する提供手段とを実現させるためのプログラムである。
【００４４】
　また、購入管理サーバシステム１０００は、個人情報管理サーバ５００を含んでいても
よい。個人情報管理サーバ５００は、店舗端末２００やユーザ携帯端末３００とは離れた
ネットワーク上に配置されている。
【００４５】
　個人情報管理サーバ５００は、あらかじめ、ユーザ携帯端末３００のリードライタＩＤ
とユーザの個人情報を登録しておく。個人情報は、氏名、住所、電話番号、メールアドレ
ス等である。
【００４６】
　このユーザ携帯端末３００のリードライタＩＤとユーザの個人情報は、ユーザ携帯端末
３００の利用契約時に登録してもよいし、サービスコンテンツを利用する前に、ユーザが
ユーザ携帯端末３００を操作し、コンテンツ提供サーバ４００経由で登録することとして
もよい。
【００４７】
　なお、ＩＤゲートウェイ１００と、個人情報管理サーバ５００は物理的に同一のハード
上に存在してもよいし、別々に構成してもよい。
【００４８】
　このＩＤゲートウェイ１００と、ユーザ携帯端末３００との間はネットワークＮ１で結
ばれている。そのネットワークＮ１による通信には、例えば、無線及び携帯端末の特性に
最適化されたＷＡＰ（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）
と呼ばれる通信プロトコルにより通信が行われる。また、ネットワークＮ１上の店舗端末
２００、ネットワークＮ２上のコンテンツ提供サーバ４００や個人情報管理サーバ５００
との間では、ネットワークの標準プロトコルを用いることができる。インターネットであ
れば、インターネット標準プロトコル、例えば、ＨＴＴＰ（Ｈｙｐｅｒ－Ｔｅｘｔ　Ｔｒ
ａｎｓｆｅｒ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）、ＴＣＰ（Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｃｏｎｔｒｏ
ｌ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）に基づいた通信が行われる。
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【００４９】
　ＩＤゲートウェイ１００は、予め、商品リスト記憶部１３０に、キャンペーンの対象と
なる商品ＩＤのリストを保持する。ＩＤゲートウェイ１００は、店舗端末２００から、決
済ＩＤと商品ＩＤとを受信し、リストにある商品ＩＤと一致する場合は、その商品ＩＤに
関連付けて、決済ＩＤを保持する。
【００５０】
　また、ＩＤゲートウェイ１００は、購入履歴記憶部１４０に商品ＩＤとサービスコンテ
ンツの所在を特定するサービスＩＤデータを関連付けで保持する。
【００５１】
　また、ＩＤゲートウェイ１００は、ユーザ携帯端末３００から、ユーザ携帯端末３００
のリードライタＩＤ、商品ＩＤおよび決済ＩＤを受信する。このとき、決済ＩＤは複数受
信してもよい。
【００５２】
　リードライタＩＤは、ユーザ携帯端末３００のリードライタＲＷ２に一意に割り当てら
れるＩＤである。ユーザ携帯端末３００は一つのリードライタＩＤを有するため、リード
ライタＩＤにより、ユーザ携帯端末３００を特定することが可能となる。したがって、ユ
ーザを特定するユーザＩＤとしての役割を果たすこともできる。
【００５３】
　また、電子マネーで用いる決済ＩＤは、例えば、Ａ社の電子マネーサービスを利用する
ものであれば「１ＸＸＸＸＡ」、Ｂ社の電子マネーサービスを利用するものであれば「１
ＸＸＸＸＢ」など、ユーザ携帯端末３００が対応する電子マネーの種類に応じて、複数存
在してもよい。
【００５４】
　商品ＩＤは、商品１個（アイテム１個）毎に異なるＩＤが存在する。また、バーコード
（ＪＡＮコード）は、販売商品ＳＰの種類毎に割り当てられている。
【００５５】
　以下に、購入管理システム１０００の具体的な動作について図１を用いながら説明する
。
　図２には、ステップ１におけるＩＤゲートウェイ１００の動作を示す。ステップ１では
、販売商品ＳＰの購入処理を行う。店舗側のユーザは、購入される販売商品ＳＰをＰＯＳ
システムと接続された店舗端末２００のリードライタＲＷ１にかざす。このとき、ＰＯＳ
のリードライタＲＷ１はバーコード（ＪＡＮコード）を読み込み、値段の計算等をする。
また、バーコードの読み込みと同時に、リードライタＲＷ１は、販売商品ＳＰに付された
商品ＩＤも読み込む。したがって、店舗端末２００のリードライタＲＷ１は販売商品１個
について、２度読み込み作業を行う。
【００５６】
　なお、商品タグ内に商品ＩＤの情報と併せてＪＡＮコードの情報も保持されていれば、
一度ＰＯＳのリードライタＲＷ１を販売商品ＳＰに付された商品タグにかざすだけで、Ｊ
ＡＮコード及び商品ＩＤの読み込みが可能となる。したがって、利便性が高まる。
【００５７】
　店舗端末２００のリードライタＲＷ１は、購入する販売商品ＳＰに添付した商品タグの
商品ＩＤを読込み、読み込んだ商品ＩＤを、店舗端末２００に保持する。
【００５８】
　ユーザは、ユーザ携帯端末３００の電子マネー機能または電子マネーのカードを店舗端
末２００のリードライタＲＷ１にかざし、決済を行う。店舗端末２００のリードライタＲ
Ｗ１は電子マネーの決済ＩＤを読み込む。店舗端末２００は、取得した商品ＩＤおよび決
済ＩＤの両方を、ＩＤゲートウェイ１００に送る。ＩＤゲートウェイ１００は、店舗端末
２００から商品ＩＤと決済ＩＤとが対応付けられた購入情報を受信し（Ｓ１０１）、商品
ＩＤと決済ＩＤとを認証部１２０に一時的に保持する。商品リスト記憶部１３０で記憶す
る商品ＩＤと受信した商品ＩＤとが一致するか否かを判断し（Ｓ１０２）、一致すれば（
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Ｓ１０２Ｙ）、その商品ＩＤに関連付けて決済ＩＤを購入履歴記憶部１４０に保存する（
Ｓ１０３）。受信した商品ＩＤが商品リスト記憶部１３０で記憶されたリストの商品ＩＤ
と一致しないとき（Ｓ１０２Ｎ）は、ＩＤゲートウェイ１００は何もしない。
【００５９】
　図３には、ステップ２の動作を示す。ステップ２は、ステップ１の動作を経て販売商品
ＳＰを購入したユーザが購入した販売商品ＳＰについてサービスを享受するための手順で
ある。まずは、ユーザ携帯端末３００が有するリードライタＲＷ２から、商品ＩＤを読み
込む。次に、ユーザ携帯端末３００は、ユーザ端末のリードライタＩＤと、読み込んだ商
品ＩＤと、自己の有する決済ＩＤ（複数有する場合は全ての決済ＩＤ）をＩＤゲートウェ
イ１００へと送信する。ＩＤゲートウェイ１００は、リードライタＩＤと、商品ＩＤと、
決済ＩＤとを受け付け（Ｓ２０１）、認証部１２０で、ユーザ携帯端末３００から送られ
てきた商品ＩＤが、販売履歴記憶部１４０に記憶された商品ＩＤに一致するかどうかを判
断する（Ｓ２０２）。一致すれば（Ｓ２０２Ｙ）、その販売商品ＳＰはサービスの対象商
品であることが判断できる。
【００６０】
　ここで、ＩＤゲートウェイ１００は、販売商品ＳＰごとにサービスの提供期間に関する
情報を保持してもよい。受信した時間がサービス提供期間にあるか否かを比較し、その販
売商品ＳＰのサービス提供期間であれば以下の手順に従うことができる。
【００６１】
　次に、ＩＤゲートウェイ１００はユーザ携帯端末３００から送られてきた決済ＩＤを商
品ＩＤとともに受け付け（Ｓ２０３）、ＩＤゲートウェイ１００が保持する当該商品ＩＤ
に関連付けた決済ＩＤとが一致するかどうか判断する（Ｓ２０４）。一致すれば（Ｓ２０
４Ｙ）、販売商品ＳＰを購入したユーザ（以下、「正規のユーザ」ともいう）からのアク
セスであることが判断できる。
【００６２】
　決済ＩＤが複数送られてきた場合は、複数の決済ＩＤのいずれか一つが当該商品ＩＤに
関連付けた決済ＩＤに一致していれば、正規のユーザからのアクセスであることが判断で
きる。
【００６３】
　さらに、ＩＤゲートウェイ１００はユーザ携帯端末３００から送られてきたユーザ携帯
端末３００のリードライタＩＤを用いて、個人情報管理サーバ５００に問い合わせを行う
ことにより、ユーザの個人情報を取得することもできる。
【００６４】
　この場合、個人情報管理サーバ５００にリードライタＩＤに対応付けて個人情報が登録
されている場合は、ユーザの個人情報を取得することができる。したがって、「○○様、
ご登録ありがとうございます」のメッセージを表示させることができる。「○○様」には
、ユーザの名前を入れる。
【００６５】
　正規のユーザであると判断された場合は、ＩＤゲートウェイ１００は商品ＩＤに関連付
けられた転送先情報（ＵＲＬ）を参照し、所定のサービスコンテンツのサイトへ転送（デ
ィスパッチ）することにより、サービスコンテンツを提供する（Ｓ２０５）。これにより
、正規のユーザのみがサービスを受けられるようになる。
【００６６】
　転送時、サービスコンテンツに商品ＩＤや必要な個人情報を送信することで、正規のユ
ーザを特定したサービスを提供することができる。サービスとしては、例えば、ポイント
の付与、販売商品情報の閲覧等などがある。
【００６７】
　なお、サービスコンテンツは、ＩＤゲートウェイ１００に記憶させて、ＩＤゲートウェ
イ１００でポイントの付与等のサービスを管理してもよい。ＩＤゲートウェイ１００でサ
ービスを管理する方法には、たとえば、以下の例が挙げられる。
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【００６８】
　たとえば、ＩＤゲートウェイ１００にリードライタＩＤを記憶するユーザ記憶部を設け
る（図示せず）。ＩＤゲートウェイ１００は、ユーザ携帯端末３００からリードライタＩ
Ｄを受け付けると、個人情報管理サーバ５００にアクセスし、リードライタＩＤに対応づ
けられた個人情報があるか否かを判断する。個人情報管理サーバ５００でリードライタＩ
Ｄの登録があった場合、リードライタＩＤに対応付けてポイントを管理するリストを作成
し、ユーザ記憶部に保持する。購入履歴記憶部１４０に記憶された商品ＩＤと決済ＩＤを
関連付けたリストにチェック欄をさらに設け、ユーザ携帯端末３００から最初に商品ＩＤ
が送信されてきたときに、チェック欄にチェックを入れ、ユーザ携帯端末３００のリード
ライタＩＤに関連付けたリストに１ポイント付加する。ユーザ端末から２度目以降、同一
の商品ＩＤが送信されてきたときは、チェック欄にチェックが入っているため、ポイント
を付与しない。
【００６９】
　ステップ２において、販売商品ＳＰを購入した正規のユーザでない（以下、「不正ユー
ザ」ともいう）と判断した場合、転送を行わず、サービスを利用させない。
【００７０】
　この場合、不正ユーザがアクセスした場合、不正ユーザの端末のリードライタＩＤと、
不正ユーザの端末の決済ＩＤと、商品ＩＤとがＩＤゲートウェイ１００に送信されること
となる。そのため、当該リードライタＩＤを用いて個人情報管理サーバ５００にアクセス
すると、個人情報管理サーバ５００にリードライタＩＤに対応付けて個人情報が登録され
ている場合は、不正ユーザ自身の個人情報を取得することになる。したがって、「○○様
」に正規ユーザの名前を入れることはできないため、「○○様、ご登録ありがとうござい
ます」のメッセージのかわりに「購入者と異なる」などのアラートを表示させる。
【００７１】
　つまり、不正ユーザの端末からアクセスした場合、正規ユーザの個人情報を取得するこ
とはできない。したがって、「○○様」に正規ユーザの名前を入れることはできない。ま
た、正規ユーザにポイントを付加することもない。
【００７２】
　また、店舗端末２００のリードライタＲＷ１が電子マネーの決済ＩＤを読み込むとき、
ユーザ携帯端末３００は、店舗端末２００から商品ＩＤを受け取り、自己が決済に用いた
決済ＩＤと商品ＩＤとを関連付けて、ユーザ端末内に保持してもよい。こうすることによ
り、ステップ２において、商品ＩＤと関連する決済ＩＤのみを、システム側に送ることが
可能となり、送信する情報量を減らすことができる。ＩＤゲートウェイ側でも、商品ＩＤ
に対応する決済ＩＤの検索処理が減る。
【００７３】
　以上のように、購入管理システム１０００によれば、商品ＩＤの読取及び利用を購買証
明となる決済ＩＤと連動させることでセキュリティの強化を図ることができる。
【００７４】
　購入管理サーバシステム１０００によれば、店舗端末２００から受け付けた商品ＩＤと
決済ＩＤとを関連付けて記憶することにより、ユーザ携帯端末３００から受け付けた商品
ＩＤおよび決済ＩＤが、記憶された商品ＩＤおよび決済ＩＤと一致するとき、対応するサ
ービスコンテンツをユーザ携帯端末３００に提供することができる。これにより、購入後
の商品から不正に商品ＩＤを取得した不正ユーザにサービスを提供するのを防止すること
ができる。
【００７５】
　また、商品ＩＤの読取及び利用を購買証明となる決済ＩＤと連動させることにより、販
売商品購入後のサービスにおいて、販売商品ＳＰを購入した正規のユーザと、販売商品Ｓ
Ｐを購入していない不正ユーザとを識別する。
【００７６】
　なお、ＲＦＩＤチップは電磁的に非接触にデータ通信するのでスキミングされる可能性
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売識別番号がＲＦＩＤに登録されていても、そのスキミングによるサービス処理の不正利
用を簡単に防止することができる。
【００７７】
　これにより、販売商品購入者である正規のユーザにのみ、所定のサービスを提供するこ
とが可能となる。
【００７８】
　以上、図面を参照して本発明の実施形態について述べたが、これらは本発明の例示であ
り、上記以外の様々な構成を採用することもできる。
【００７９】
　たとえば、本実施の形態では、ＩＤゲートウェイ１００と、コンテンツ提供サーバ４０
０と、個人情報管理サーバ５００とがネットワークＮ２を介して接続されている構成を例
示した。しかしながら、コンテンツ提供サーバ４００にＩＤゲートウェイ１００の構成を
有する構成を採用しても本発明は実現することができる。さらに、コンテンツ提供サーバ
４００に個人情報管理サーバ５００の構成を含んでいてもよい。
【符号の説明】
【００８０】
Ｎ１　　ネットワーク
Ｎ２　　ネットワーク
ＲＷ１　　リードライタ
ＲＷ２　　リードライタ
ＳＰ　　販売商品
ＳＰ１　　商品タグ
ＳＰ２　　バーコード
１００　　ＩＤゲートウェイ
１１０　　購入情報受付部
１２０　　認証部
１３０　　商品リスト記憶部
１４０　　購入履歴記憶部
１５０　　サービス要求受付部
１６０　　提供部
２００　　店舗端末
２１０　　商品ＩＤ読取部
２２０　　決済ＩＤ読取部
２３０　　通信部
３００　　ユーザ携帯端末
３１０　　ユーザＩＤ記憶部
３２０　　決済ＩＤ記憶部
３３０　　商品ＩＤ読取部
３４０　　決済ＩＤ送出部
４００　　コンテンツ提供サーバ
５００　　個人情報管理サーバ
１０００　　購入管理システム
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【手続補正書】
【提出日】平成22年7月1日(2010.7.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ端末と、商品識別情報が登録されているＲＦＩＤチップが付与された販売商品の
サービスコンテンツを記憶するコンテンツ提供サーバと、決済ＩＤを保持するデータキャ
リアから前記決済ＩＤを読み取るとともに前記販売商品の前記ＲＦＩＤチップから前記商
品識別情報を読み取る店舗端末と、にネットワークを介して接続される購入管理サーバ装
置であって、
　エンドユーザが前記データキャリアを使用して前記販売商品を購入するときに前記店舗
端末が読み取った前記商品識別情報および前記決済ＩＤを受け付ける購入情報受付手段と
、
　受け付けた前記商品識別情報と前記決済ＩＤとを関連付けて記憶する購入履歴記憶手段
と、
　購入された前記販売商品の前記ＲＦＩＤチップに登録された前記商品識別情報と、前記
販売商品を購入したときに使用した前記データキャリアの前記決済ＩＤとを前記ユーザ端
末から受け付けるサービス要求受付手段と、
　受け付けた前記商品識別情報および前記決済ＩＤが、前記購入履歴記憶手段に記憶され
た前記商品識別情報および前記決済ＩＤに一致すると、前記コンテンツ提供サーバと前記
ユーザ端末とを接続する提供手段と、
を備えることを特徴とする購入管理サーバ装置。
【請求項２】
　前記ユーザ端末は、個々にユーザＩＤが割り当てられており、前記購入管理サーバ装置
は、前記ユーザＩＤごとに前記エンドユーザの個人情報の登録を受け付け、
　前記サービス要求受付手段は、前記商品識別情報と前記決済ＩＤとともに、前記ユーザ
ＩＤを前記ユーザ端末から受け付け、
　前記提供手段は、受け付けた前記商品識別情報および前記決済ＩＤが、前記購入履歴記
憶手段に記憶された前記商品識別情報および前記決済ＩＤに一致すると、前記サービス要
求受付手段が受け付けた前記ユーザＩＤに対応する前記個人情報を前記コンテンツ提供サ
ーバに転送する、請求項１に記載の購入管理サーバ装置。
【請求項３】
　前記ユーザ端末は、個々にユーザＩＤが割り当てられており、前記購入管理サーバ装置
は、前記ユーザＩＤごとに前記エンドユーザの個人情報の登録を受け付け、
　前記サービス要求受付手段は、前記商品識別情報と前記決済ＩＤとともに、前記ユーザ
ＩＤを前記ユーザ端末から受け付け、
　前記提供手段は、受け付けた前記商品識別情報および前記決済ＩＤが、前記購入履歴記
憶手段に記憶された前記商品識別情報および前記決済ＩＤに一致しないと、前記サービス
要求受付手段が受け付けた前記ユーザＩＤに対応する前記個人情報を前記コンテンツ提供
サーバに転送しない、請求項１又は２に記載の購入管理サーバ装置。
【請求項４】
　前記データキャリア及び前記ユーザ端末がいずれも同一のユーザ携帯端末である、請求
項１乃至３いずれか１項に記載の購入管理サーバ装置。
【請求項５】
　前記店舗端末と前記ユーザ端末とは、前記ＲＦＩＤチップから前記商品識別情報を取得
するＲＦＩＤリーダが搭載されている、請求項１乃至４いずれか１項に記載の購入管理サ
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ーバ装置。
【請求項６】
　前記サービスコンテンツを提供可能なサービス提供期間が定められているとき、前記商
品識別情報と前記サービス提供期間とを関連付けて記憶する商品リスト記憶手段をさらに
有し、
　前記サービス要求受付手段は前記商品識別情報を受け付けた受付日時を前記商品識別情
報ごとに保持し、
　前記受付日時が、受け付けた前記商品識別情報に対応する前記サービス提供期間内であ
るか否かを判別し、前記受付日時が前記サービス提供期間内であったとき、前記提供手段
は、前記コンテンツ提供サーバと前記ユーザ端末とを接続する、請求項１乃至５いずれか
１項に記載の購入管理サーバ装置。
【請求項７】
　ユーザ端末と、商品識別情報が登録されているＲＦＩＤチップが付与された販売商品の
サービスコンテンツを記憶するコンテンツ提供サーバと、決済ＩＤを保持するデータキャ
リアから前記決済ＩＤを読み取るとともに前記販売商品の前記ＲＦＩＤチップから前記商
品識別情報を読み取る店舗端末と、にネットワークを介して接続する購入管理方法であっ
て、
　エンドユーザが前記データキャリアを使用して前記販売商品を購入するときに前記店舗
端末が読み取った前記商品識別情報および前記決済ＩＤを受け付けるステップと、
　受け付けた前記商品識別情報と前記決済ＩＤとを関連付けて記憶するステップと、
　購入された前記販売商品の前記ＲＦＩＤチップに登録された前記商品識別情報と、前記
販売商品を購入したときに使用した前記データキャリアの前記決済ＩＤとを前記ユーザ端
末から受け付けるステップと、
　受け付けた前記商品識別情報および前記決済ＩＤが、前記商品識別情報と前記決済ＩＤ
とを記憶する前記ステップで記憶された前記商品識別情報および前記決済ＩＤに一致する
と、前記コンテンツ提供サーバと前記ユーザ端末とを接続するステップと、
を含むことを特徴とする購入管理方法。
【請求項８】
　ユーザ端末と、商品識別情報が登録されているＲＦＩＤチップが付与された販売商品の
サービスコンテンツを記憶するコンテンツ提供サーバと、決済ＩＤを保持するデータキャ
リアから前記決済ＩＤを読み取るとともに前記販売商品の前記ＲＦＩＤチップから前記商
品識別情報を読み取る店舗端末と、にネットワークを介して接続するための購入管理プロ
グラムであって、
　コンピュータに、
　エンドユーザが前記データキャリアを使用して前記販売商品を購入するときに前記店舗
端末が読み取った前記商品識別情報および前記決済ＩＤを受け付ける購入情報受付手段と
、
　受け付けた前記商品識別情報と前記決済ＩＤとを関連付けて記憶する購入履歴記憶手段
と、
　購入された前記販売商品の前記ＲＦＩＤチップに登録された前記商品識別情報と、前記
販売商品を購入したときに使用した前記データキャリアの前記決済ＩＤとを前記ユーザ端
末から受け付けるサービス要求受付手段と、
　受け付けた前記商品識別情報および前記決済ＩＤが、前記購入履歴記憶手段に記憶され
た前記商品識別情報および前記決済ＩＤに一致すると、前記コンテンツ提供サーバと前記
ユーザ端末とを接続する提供手段と、
を実現させることを特徴とする購入管理プログラム。
【請求項９】
　ユーザ端末と、商品識別情報が登録されているＲＦＩＤチップが付与された販売商品の
サービスコンテンツを記憶するコンテンツ提供サーバと、決済ＩＤを保持するデータキャ
リアから前記決済ＩＤを読み取るとともに前記販売商品の前記ＲＦＩＤチップから前記商
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品識別情報を読み取る店舗端末と、購入管理サーバ装置とをネットワークを介して接続す
る購入管理システムであって、
　前記購入管理サーバ装置は、
　　エンドユーザが前記データキャリアを使用して前記販売商品を購入するときに前記店
舗端末が読み取った前記商品識別情報および前記決済ＩＤを受け付ける購入情報受付手段
と、
　　受け付けた前記商品識別情報と前記決済ＩＤとを関連付けて記憶する購入履歴記憶手
段と、
　　購入された前記販売商品の前記ＲＦＩＤチップに登録された前記商品識別情報と、前
記販売商品を購入したときに使用した前記データキャリアの前記決済ＩＤとを前記ユーザ
端末から受け付けるサービス要求受付手段と、
　　受け付けた前記商品識別情報および前記決済ＩＤが、前記購入履歴記憶手段に記憶さ
れた前記商品識別情報および前記決済ＩＤに一致すると、前記コンテンツ提供サーバと前
記ユーザ端末とを接続する提供手段と、
を備えることを特徴とする購入管理システム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明によれば、ユーザ端末と、商品識別情報が登録されているＲＦＩＤチップが付与
された販売商品のサービスコンテンツを記憶するコンテンツ提供サーバと、決済ＩＤを保
持するデータキャリアから決済ＩＤを読み取るとともに販売商品のＲＦＩＤチップから商
品識別情報を読み取る店舗端末と、にネットワークを介して接続される購入管理サーバ装
置であって、
　エンドユーザが前記データキャリアを使用して販売商品を購入するときに店舗端末が読
み取った商品識別情報および決済ＩＤを受け付ける購入情報受付手段と、
　受け付けた商品識別情報と決済ＩＤとを関連付けて記憶する購入履歴記憶手段と、
　購入された販売商品のＲＦＩＤチップに登録された商品識別情報と、販売商品を購入し
たときに使用したデータキャリアの決済ＩＤとをユーザ端末から受け付けるサービス要求
受付手段と、
　受け付けた商品識別情報および決済ＩＤが、購入履歴記憶手段に記憶された商品識別情
報および決済ＩＤに一致すると、コンテンツ提供サーバとユーザ端末とを接続する提供手
段と、
を備えることを特徴とする購入管理サーバ装置
が提供される。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　また、本発明によれば、ユーザ端末と、商品識別情報が登録されているＲＦＩＤチップ
が付与された販売商品のサービスコンテンツを記憶するコンテンツ提供サーバと、決済Ｉ
Ｄを保持するデータキャリアから決済ＩＤを読み取るとともに販売商品のＲＦＩＤチップ
から商品識別情報を読み取る店舗端末と、にネットワークを介して接続する購入管理方法
であって、
　エンドユーザがデータキャリアを使用して販売商品を購入するときに店舗端末が読み取
った商品識別情報および決済ＩＤを受け付けるステップと、
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　受け付けた商品識別情報と決済ＩＤとを関連付けて記憶するステップと、
　購入された販売商品のＲＦＩＤチップに登録された商品識別情報と、販売商品を購入し
たときに使用したデータキャリアの決済ＩＤとをユーザ端末から受け付けるステップと、
　受け付けた商品識別情報および決済ＩＤが、商品識別情報と決済ＩＤとを記憶するステ
ップで記憶された商品識別情報および決済ＩＤに一致すると、コンテンツ提供サーバとユ
ーザ端末とを接続するステップと、
を含むことを特徴とする購入管理方法
が提供される。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　また、本発明によれば、ユーザ端末と、商品識別情報が登録されているＲＦＩＤチップ
が付与された販売商品のサービスコンテンツを記憶するコンテンツ提供サーバと、決済Ｉ
Ｄを保持するデータキャリアから決済ＩＤを読み取るとともに販売商品のＲＦＩＤチップ
から商品識別情報を読み取る店舗端末と、にネットワークを介して接続するための購入管
理プログラムであって、
　コンピュータに、
　エンドユーザがデータキャリアを使用して販売商品を購入するときに店舗端末が読み取
った商品識別情報および決済ＩＤを受け付ける購入情報受付手段と、
　受け付けた商品識別情報と決済ＩＤとを関連付けて記憶する購入履歴記憶手段と、
　購入された販売商品のＲＦＩＤチップに登録された商品識別情報と、販売商品を購入し
たときに使用したデータキャリアの決済ＩＤとをユーザ端末から受け付けるサービス要求
受付手段と、
　受け付けた商品識別情報および決済ＩＤが、購入履歴記憶手段に記憶された商品識別情
報および決済ＩＤに一致すると、コンテンツ提供サーバとユーザ端末とを接続する提供手
段と、
を実現させることを特徴とする購入管理プログラム
が提供される。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　また、本発明によれば、ユーザ端末と、商品識別情報が登録されているＲＦＩＤチップ
が付与された販売商品のサービスコンテンツを記憶するコンテンツ提供サーバと、決済Ｉ
Ｄを保持するデータキャリアから決済ＩＤを読み取るとともに販売商品のＲＦＩＤチップ
から商品識別情報を読み取る店舗端末と、購入管理サーバ装置とをネットワークを介して
接続する購入管理システムであって、
　購入管理サーバ装置は、
　　エンドユーザがデータキャリアを使用して販売商品を購入するときに店舗端末が読み
取った商品識別情報および決済ＩＤを受け付ける購入情報受付手段と、
　　受け付けた商品識別情報と決済ＩＤとを関連付けて記憶する購入履歴記憶手段と、
　　購入された販売商品のＲＦＩＤチップに登録された商品識別情報と、販売商品を購入
したときに使用したデータキャリアの決済ＩＤとをユーザ端末から受け付けるサービス要
求受付手段と、
　　受け付けた商品識別情報および決済ＩＤが、購入履歴記憶手段に記憶された商品識別
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情報および決済ＩＤに一致すると、コンテンツ提供サーバとユーザ端末とを接続する提供
手段と、
を備えることを特徴とする購入管理システム
が提供される。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７９】
　たとえば、本実施の形態では、ＩＤゲートウェイ１００と、コンテンツ提供サーバ４０
０と、個人情報管理サーバ５００とがネットワークＮ２を介して接続されている構成を例
示した。しかしながら、コンテンツ提供サーバ４００にＩＤゲートウェイ１００の構成を
有する構成を採用しても本発明は実現することができる。さらに、コンテンツ提供サーバ
４００に個人情報管理サーバ５００の構成を含んでいてもよい。
　たとえば、本発明は、以下の構成を適用することも可能である。
［１］販売商品の購入に利用される個体ごとの決済情報を保持するユーザ携帯媒体と、前
記販売商品を購入するエンドユーザの前記ユーザ携帯媒体から前記決済情報を読み取る店
舗端末と、がネットワークを介して接続され、商品識別情報が個体ごとに付与されている
前記販売商品を購入した前記エンドユーザのユーザ端末に所定のサービス処理を提供する
購入管理サーバ装置であって、
　前記商品識別情報と、前記販売商品のサービスコンテンツとが関連づけられたリストを
記憶する商品リスト記憶手段と、
　前記エンドユーザが前記ユーザ携帯媒体を使用して前記販売商品を購入するときに前記
商品識別情報と前記決済情報とを前記店舗端末から受け付ける購入情報受付手段と、
　受け付けた前記商品識別情報と前記決済情報とを関連付けて記憶する購入履歴記憶手段
と、
　購入された前記販売商品の前記商品識別情報と、前記販売商品を購入したときに使用し
た前記決済情報とを前記エンドユーザのユーザ端末から受け付けるサービス要求受付手段
と、
　受け付けた前記商品識別情報および前記決済情報が、前記購入履歴記憶手段に記憶され
た前記商品識別情報および前記決済情報と一致すると、対応する前記サービスコンテンツ
を前記ユーザ端末に提供する提供手段と、
を備えることを特徴とする購入管理サーバ装置。
［２］前記ユーザ携帯媒体は、携帯式の前記ユーザ端末であることを特徴とする［１］に
記載の購入管理サーバ装置。
［３］前記購入履歴記憶手段は、受け付けた前記商品識別情報と、前記商品リスト記憶手
段が記憶する前記商品識別情報とが一致するとき、受け付けた前記商品識別情報と前記決
済情報とを関連付けて記憶することを特徴とする［１］または［２］に記載の購入管理サ
ーバ装置。
［４］前記販売商品は、前記商品識別情報が登録されているＲＦＩＤチップが付与されて
おり、
　前記店舗端末と前記ユーザ端末とは、前記ＲＦＩＤチップから前記商品識別情報を取得
するＲＦＩＤリーダが搭載されており、
　前記購入情報受付手段と前記サービス要求受付手段とは、前記ＲＦＩＤチップから取得
された前記商品識別情報を受け付けることを特徴とする［１］乃至［３］いずれかに記載
の購入管理サーバ装置。
［５］前記サービスコンテンツを提供可能なサービス提供期間が定められているとき、前
記商品リスト記憶手段は、前記商品識別情報と前記サービス提供期間とを関連付けて記憶
し、
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　前記サービス要求受付手段は前記商品識別情報を受け付けた受付日時を前記商品識別情
報ごとに保持し、
　前記受付日時が、受け付けた前記商品識別情報に対応する前記サービス提供期間内であ
るか否かを判別し、前記受付日時が前記サービス提供期間内であったとき、前記サービス
コンテンツを前記ユーザ端末に提供することを特徴とする［１］乃至［４］いずれかに記
載の購入管理サーバ装置。
［６］販売商品の購入に利用される個体ごとの決済情報を保持するユーザ携帯媒体と、前
記販売商品を購入するエンドユーザの前記ユーザ携帯媒体から前記決済情報を読み取る店
舗端末と、がネットワークを介して接続され、商品識別情報が個体ごとに付与されている
前記販売商品を購入した前記エンドユーザのユーザ端末に所定のサービス処理を提供する
購入管理方法であって、
　前記商品識別情報と、前記販売商品のサービスコンテンツとが関連づけられたリストを
記憶するステップと、
　前記エンドユーザが前記ユーザ携帯媒体を使用して前記販売商品を購入するときに前記
商品識別情報と前記決済情報とを前記店舗端末から受け付けるステップと、
　受け付けた前記商品識別情報と前記決済情報とを関連付けて記憶するステップと、
　購入された前記販売商品の前記商品識別情報と、前記販売商品を購入したときに使用し
た前記決済情報とを前記エンドユーザのユーザ端末から受け付けるステップと、
　受け付けた前記商品識別情報および前記決済情報が、前記受け付けた商品識別情報と決
済情報とを関連付けて記憶する前記ステップで記憶された前記商品識別情報および前記決
済情報と一致すると、対応する前記サービスコンテンツを前記ユーザ端末に提供するステ
ップと、
を含むことを特徴とする購入管理方法。
［７］販売商品の購入に利用される個体ごとの決済情報を保持するユーザ携帯媒体と、前
記販売商品を購入するエンドユーザの前記ユーザ携帯媒体から前記決済情報を読み取る店
舗端末と、がネットワークを介して接続され、商品識別情報が個体ごとに付与されている
前記販売商品を購入した前記エンドユーザのユーザ端末に所定のサービス処理を提供する
ための購入管理プログラムであって、
　コンピュータに、
　前記商品識別情報と、前記販売商品のサービスコンテンツとが関連づけられたリストを
記憶する商品リスト記憶手段と、
　前記エンドユーザが前記ユーザ携帯媒体を使用して前記販売商品を購入するときに前記
商品識別情報と前記決済情報とを前記店舗端末から受け付ける購入情報受付手段と、
　受け付けた前記商品識別情報と前記決済情報とを関連付けて記憶する購入履歴記憶手段
と、
　購入された前記販売商品の前記商品識別情報と、前記販売商品を購入したときに使用し
た前記決済情報とを前記エンドユーザのユーザ端末から受け付けるサービス要求受付手段
と、
　受け付けた前記商品識別情報および前記決済情報が、前記購入履歴記憶手段に記憶され
た前記商品識別情報および前記決済情報と一致すると、対応する前記サービスコンテンツ
を前記ユーザ端末に提供する提供手段と、
を実現させることを特徴とする購入管理プログラム。
［８］販売商品の購入に利用される個体ごとの決済情報を保持するユーザ携帯媒体と、前
記販売商品を購入するエンドユーザの前記ユーザ携帯媒体から前記決済情報を読み取る店
舗端末と、商品識別情報が個体ごとに付与されている前記販売商品を購入した前記エンド
ユーザのユーザ端末に所定のサービス処理を提供する購入管理サーバ装置とをネットワー
クを介して接続する購入管理システムであって、
　前記購入管理サーバ装置は、
　　前記商品識別情報と、前記販売商品のサービスコンテンツとが関連づけられたリスト
を記憶する商品リスト記憶手段と、
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　　前記エンドユーザが前記ユーザ携帯媒体を使用して前記販売商品を購入するときに前
記商品識別情報と前記決済情報とを前記店舗端末から受け付ける購入情報受付手段と、
　　受け付けた前記商品識別情報と前記決済情報とを関連付けて記憶する購入履歴記憶手
段と、
　　購入された前記販売商品の前記商品識別情報と、前記販売商品を購入したときに使用
した前記決済情報とを前記エンドユーザのユーザ端末から受け付けるサービス要求受付手
段と、
　　受け付けた前記商品識別情報および前記決済情報が、前記購入履歴記憶手段に記憶さ
れた前記商品識別情報および前記決済情報と一致すると、対応する前記サービスコンテン
ツを前記ユーザ端末に提供する提供手段と、
を備えることを特徴とする購入管理システム。
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